
科目の情報 令和８年度

科目コード B107

授業科目名 物理学基礎　-リメディアル-
授業科目名（英文） Physics (Basics)
講義室等 6105
学科 産業衛生科学科
対象学年 1年
開講学期 前学期
必修・選択の別 選択
単位数
時間数 15
該当ディプロマ ◎産ＤＰ-３・労働衛生工学
該当コンピテンス ◎産ＣＰ-５、〇産ＣＰ-７、△産ＣＰ-６
学科
対象学年
開講学期
必修・選択の別
単位数
時間数
該当ディプロマ
該当コンピテンス
担当教員 保利　　一
授業の概要 物理学は自然物や自然現象を観測することにより、それらの仕組み、性質、法則

性などを明らかにしようとする学問である。物理学には様々な分野があるが、本
科目では高校の物理学基礎（含物理学）で学ぶ事項のうち、力学に絞って学習す
る。力学は物理学の考え方の基本であり、様々な運動や身の回りの現象を物理の
法則にしたがって解析し、物体の運動を予測できるようになることを目指す。物
理学は自分で解いてみて初めて理解できたかどうかがわかるので、毎回の講義後
に課題を提示し、これを解くことを通して、物理現象についての理解を深める。

授業の到達目標
（学修効果）

物理学で使う単位を自由自在に換算できる能力、身近な運動や身の周りの現象を
力学の手法で解析する能力(三角関数・微分・積分を使用）等を身につける。具
体的には、
1．単位換算が自由自在にできる。
2．速度、加速度、位置の関係がそれぞれ微分と積分の関係にあることを理解し
て問題を分析できる。
3．運動の3法則が、身の周りのどの現象にどのように働いているのかを理解し問
題を解析できる。
4．エネルギーが形を変えることを理解し、力学的エネルギー保存則を使って身
近な運動を解析できる。

予習復習の所要時間 講義時間16時間(2時間×1コマ×8コマ)+予習・復習29時間
成績評価方法 理解度確認のための試験を実施し，その得点によりA，B，Cの3段階で評価する。

教科書 プリントを配付する。高校で使用した物理学基礎の教科書などを使用してもよ
い。教科書の無い学生には貸与する。

参考書 e-learning「物理基礎１Ver.2」、2010年
NHK高校講座　物理基礎

その他 １回目に基礎学力試験を実施し、受講の有無を決定する。



物理学基礎　-リメディアル- 令和８年度

回 年月日
曜
日

時限 授業の形態 講師
非
常
勤

備考

実力テスト 保利　一 2

予習
高校物理の力学の範囲の基礎事項を復習し
ておく．

復習
テストで解けなかった問題について復習す
る
オリエンテーション
物理量と単位（演習を含む）

保利　一 2

予習 物理量の単位について調べておく。
復習 配付された問題を解く。

速度、距離、加速度 保利　一 2

予習
配付された資料を確認し，内容の概略を把
握する．

復習 配付された問題を解く。
放物運動 保利　一 2

予習
配付された資料を確認し，内容の概略を把
握する．

復習 配付された問題を解く。
放物運動(演習） 保利　一 2

予習
配付された資料を確認し，内容の概略を把
握する．

復習 配付された問題を解く。
運動の3法則と運動方程式 保利　一 2

予習
配付された資料を確認し，内容の概略を把
握する．

復習 よく解けなかった問題を復習する
理解度テスト 保利　一 2

予習
これまでの講義の演習問題の復習をしてお
く。

復習 よく解けなかった問題を復習する
エネルギー保存則 保利　一 2

予習
配付された資料を確認し，内容の概略を把
握する．

復習 配付された問題を解く。
運動量保存則 保利　一 2

予習
配付された資料を確認し，内容の概略を把
握する．

復習 配付された問題を解く。
試験 保利　一 2

予習 80点以上取れるように試験勉強しておく。

復習 できなかった問題を確認し・復習する．

B107

R8.4.22 水 Ⅲ 試験

R8.5.13 水 Ⅲ 講義・演習

講義・演習

R8.5.20

R8.6.3

R8.6.24

水 Ⅲ 講義・演習

5 R8.6.10 水 Ⅲ

水 Ⅲ

Ⅲ 試験

水 Ⅲ

9 R8.7.8 水 Ⅲ 講義・演習

7

8 R8.7.1 水 Ⅲ 講義・演習

授業計画(講義・演習・実習）
非常勤講師(学内：１　学外：２）

講義・演習

授業項目

1

2

3

4 水 Ⅲ 講義・演習

講義・演習

6 R8.6.17

10 R8.7.15 水


